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地球社会の未来の姿を、地域の人々と共に考える 

「令和 7年度 静岡文化芸術大学 研究成果発表会」の開催 
————————————————————————————————————————————————— 

このたび、静岡文化芸術大学では、「令和 7年度 静岡文化芸術大学 研究成果発表会」を開催します。 

研究成果発表会は、教員特別研究費により本学教員が行った研究成果を、地域や市民の皆様などに広く発表すること

を目的として実施します。今年度は、令和 5年及び 6年度の教員特別研究から６名の教員が、それぞれの研究の成果

を発表します。 

 

■教員特別研究費とは？ 

本学では、教員の積極的な研究活動を支援するための制度として「教員特別研究費」を設けています。毎年度学内で

公募を行い、採択された研究に研究費を配分しています。研究内容は、「静岡文化芸術大学グローカルデザイン推進

ビジョン 2020」で掲げるビジョン「持続する社会のためのグローカルデザイン」に沿った研究とし、とくに重点研究とし

て３つのテーマを設けています。 

 １．包摂的な文化の推進のためのグローカルデザイン 

２．いのちを大切にする文化、社会、経済のグローカルデザイン 

３．遠州地域を輝かせるグローカルデザイン 

重点研究のほかにも、先進的研究、文化・芸術研究センター研究等を設け、 

学術的な関心による研究だけでなく、私たちが住む地域社会の課題解決、 

発展に資する研究を推進しています。 

 

■開催概要 

【日 時】 ２０２5年 10月 30日（木） 14:30開場  

１４：40開始（１8：10終了予定） 

【会 場】 静岡文化芸術大学 講堂 （入退出自由） 

【対 象】 高校生以上 

【参加料】 無料 

【オンライン配信視聴】 案内チラシのQRコード、または大学 HPより視聴 

【内 容】 発表者 6名。1人 20分の発表時間。 

研究のテーマや概要は添付の案内チラシをご参照ください。 

亀井暁子教授「半屋外公共空間における

仮設物のデザインに関する研究―浜松

市中心市街地を対象として―」より 

中川晃准教授「遠州地域の鉄道に学ぶ

地域貢献と経営改善に関する研究」より 



文化政策学科

四方田 雅史 教授
共同発表：
デザイン学科 新妻 淳子 准教授

三遠南信の建築・産業遺産に関する横断的研究
遠州には優れた建築や産業遺産が点在し、中には三河や南信との繋がりにおいて生まれたものもある。その土地の
風土を踏まえ、新妻が三遠南信の建築について、四方田が同地域の産業遺産について地域横断的な研究を推進す
る。具体的には、三遠南信の建築や産業遺産の現地調査をベースとするが、点在する遺産を歴史・文化・産業という
横断的視点でも研究を推進し、三遠南信の優れた建築・産業遺産を社会に発信する基礎を作る。

1
デザイン学科2
国際文化学科 川根本町殿岡家文書に見る近代 ―地域社会における資源活用と人材育成のために―

川根本町の殿岡家が所蔵する古文書を調査し、目録を作成して史料の散逸を防ぐとともに、地域資源としての古文
書の活用方法を探る。さらに地方名望家であった殿岡家の活動を解明することで、明治から戦前期にかけての川根
本町と周辺地域の歴史を復元する。

3
デザイン学科

中川 晃 准教授

遠州地域の鉄道に学ぶ地域貢献と経営改善に関する研究
本研究は、地域鉄道グループとして全国首位の売上規模を誇る遠鉄グループが、地域密着型でありながら多角的事
業展開と持続的成長を実現してきた背景にある経営構造と組織メカニズムを明らかにするものである。
特に、経営戦略・人事戦略・労使関係の視点から、多領域展開と地域特性の関係、企業間統合や地域共生の仕組みを
実証的に分析し、理論的枠組みに基づきそのメカニズムを解明することを目的とする。

4
芸術文化学科

田中 裕二 准教授
5

デザイン学科

ブルベス・ジェローム 教授

コンピューターグラフィックスにおける「手の知恵」
近年の「拡張現実（AR）」「人工知能」（AI）等の急速な技術開発に伴い、3DCG業界、そして3DCG教育にも大きな変
革が起きている。本研究でこの変革に伴う調査、実験、それに見合ったツール開発を行う。6
司会・進行／奥中康人 文化・芸術研究センター長
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※詳しくは大学HPをご覧ください
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静岡文化芸術大学
参加無料（入退出自由）

講堂

西田 かほる 教授

半屋外公共空間における仮設物のデザインに関する研究 ―浜松市中心市街地を対象として―
公共的な半屋外空間に滞留空間を創出する仮設的要素のデザインに関する実践的調査・研究。半屋外空間は、屋根的要素
や柱等、場を規定する要素があり、それら要素との関係を考慮した、人と場をつなぐ仮設的要素のあり方について考察した。
実在の場所における現地調査・計画・制作設置および運用状況調査を通じて、浜松市中心市街地における人々の滞在を支援
し、賑わいの可視化に貢献することを目指した。

浜松をひとつの結実点とする機械染色型紙の近代産業と美術における重要性の研究
地場産業史の視点から、浜松の繊維染色産業の発達と歴史は年表等で辿れるが、浜松の染色の「技法、デザイン、流通」についての学術的調査
は、本研究申請者の研究チームが、本学特別研究費（平成29年度～令和3年度）を得て実施した研究以前は、体系的にまとまったものがなく、史
料も散逸した状態である。本研究は、浜松における型紙を、彫刻と染色の技法、デザイン、製品と流通の面から分析し明らかにすることに加え、い
まだ保存・保管方法が確立していない型紙の修復方法を確立し、型紙を所蔵する国内外の大学・博物館施設等の指針となることを目指した。

亀井 暁子 教授
共同発表：
デザイン学科 丹羽 哲矢 准教授


